
新宿NPO協働推進センター 広報誌

NPO POP NEWS！ 社会貢献活動に関連したポップな話題をお伝えします。
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◆まちづくり講座～ローカルデザインの視点で地域を応援するノウハウを学ぶ～

鈴木氏

鈴木 輝隆（すずき てるたか）氏：ローカルデザイン研究所【BEENS】代表・江戸川大学名誉教授

四季折々の映像が
投影される

いくつか例を見ていきましょう。

焼酎のイメージ戦略

地域のまちづくりに重要である資源活用や地域課題の解決には、資源や地域の個性や特徴を吟味し、デザイン

思考によって、関係者が面白い、楽しいと取り組むことが大切です。今号では、1月23日(土)に開催した「ま

ちづくり講座」の内容と様子をご紹介します。全国各地での実践事例とともにまちづくりとデザインの関係に

ついて学びました。

少子高齢化による地域社会の人口構造の変化、ITテクノロジーによる情報知能
社会の進展、地域資源の価値変化などに伴い、地域社会の在り方が根本的に変化
してきました。世の中の常識が急激に変わっていく以上、まちづくりにも、常識
にとらわれずに、前向きに新しい時代を築いていく挑戦的な精神とクリエイティ
ブな取り組みが必要です。
地域の可能性を創造的に探るために、クオリティの高いデザインや映像、メ

ディアを取り入れて可視化していくという方法があります。地域のイメージを作
ることで、誰もがすばやく問題解決の方向性を理解できるようになり、地域の特
性やブランドが明確になります。デザインは情報に力を与え、情報を魅力あるも
のにします。
効果的なデザインをするには、まず常識を超えることです。地域の既成概念を

取り外して未知化し、教科書的な発想から脱することで、新しいアイデアが生ま
れます。また、行政、住民、クリエイターなど、分野や年代を超えて人が集まり、
様々な個性や価値がぶつかり合うことでイノベーションが自然発生的に起きてい
きます。大切なことは、好奇心と希望をもって、「失敗してもいい」「実験だと
思えばいい」という気持ちで、楽しむことです。

「TAKAO599MUSEUM」の
可視化したデザイン

「TAKAO599MUSEUM」高尾山
2万点の標本や剥製を所蔵していた高尾自然科学博物館が2004年に

閉館し、その跡地に、高尾の自然や歴史文化を発見・発信する場を新
たに作ることになりました。プロジェクトでは、市民、市や町の職員、

鉄道会社などが集まり、それぞれの希望を話し合いましたが、なかなか話が纏まり
ません。そこで、20代の若いクリエイター達が加わり、それぞれのアイデアを可
視化しデザインによる合意形成を試みました。すると、イメージがはっきりしたこ
とで皆の理解を得ることができ、プロジェクトはスムーズに進んでいきました。プ
ロジェクションマッピングを使った剥製の展示スペース、みんなの集まれる広場、
災害時の避難施設、地域の特産を活かしたオリジナル商品の開発と販売スペースな
どを備えた施設として2015年にオープンしました。

「地域創生のためのデザイン戦略～じゃがいも焼酎～」北海道清里町
清里町はもともと知名度の低い町でしたが、近年摩周湖の透き通った青色の伏

流水が湧き出る「神の子池」が人気になり、訪問者が訪れるようになってきまし
た。これをきっかけに、赤字経営となっていた町の産業「じゃがいも焼酎」を立
て直し、住民自身でまちの活性化に取り組みたいと思うようになりました。
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ハイブリッド型
イベントの様子①

ハイブリッド型
イベントの様子②

オンライン配信
作業の様子

◆新宿NPO協働推進センターの「ハイブリッド型」イベント開催の取り組み◆

そこで、全国から気鋭のグラフィックデザイナーなどのクリエイター
が集まり、焼酎やまち全体のデザインづくりが始まりました。焼酎の
新製品開発やブランディング戦略はもとより、農作物を作るだけの第
１次産業だけでなく、それらを利用したレストランやカフェなどの第
３次産業も生まれました。さらに、まちのデザイン戦略として、混じ
りけの無い自然や農業を意味する純度100%や可能性100％を意味す
る「清里100％」という言葉をデザインしてポスターやロゴなどに可
視化することで、まちのイメージアップ、観光客や移住者誘致、経済
振興に役立っています。

まちの
ピンバッチ

PR用ポスター

「明るい農法 ひまわりの町」北海道北竜町

センター施設内で開催する各種イベントへの参加人数も制限される
ことになった状況を受けて、より安心して多くの方にイベントへご参加いた
だく施策として、充分な感染症予防対策を施した会場とオンライン配信によ
る聴講とを融合させた「ハイブリッド型」でのイベント開催を昨年10月から
開始致しました。
従来の会場でのイベントに加えて、オンライン配信を行うために必要な撮

影・配信用機材の選定、設置・接続から、オンライン会議用の標準的ツール
となっていたZOOMを用いた配信運用手順まで、スタッフが一から手探りで
準備を進めてきました。オンライン配信開始当初は勝手がわからず、さまざ
まな課題も続出しましたが、会場にいるスタッフが肌で感じたハイブリッド
型イベント開催ならではの課題を解決する方法も続々とノウハウとして蓄積
されています。
ハイブリッド型イベントでは、リアルな場でのイベントとオンライン配信

を組み合わせることで、場所や会場、広さや移動時間などに縛られず幅広い
年齢層への訴求も可能となるほか、主催者と参加者や参加者同士のコミュニ
ケーション機会も増やすことが可能です。また効果的な資料の配信も可能と
なるため、イベントの効果を最大限に引き出すことができると考えています。
実例としては、昨年11月に開催したイベントでは関東圏のみならず関西、北
陸からもオンライン参加をいただきました。
今後、様々なイベントについても「ハイブリッド型」開催の実現性を模索

することで、新宿区近隣だけではなく全国的なつながりを講師や参加者に体
験いただける可能性がひろがるものと感じています。

北竜町は専業農家が多く、米作り中心の農業のまちです。1988年に
「国民の命と健康を守る安全な食糧生産の町」を宣言し、安全な米を
作り続けてきました。地域全体が一丸となり、無農薬、減農薬、除草
剤不使用の米作りに取り組み、高水準の品質を達成し、2017年に日本
農業賞（集団組織の部）の大賞を受賞しました。また、1980年に日本
で初めて「ひまわりのまちづくり」を始めたまちでもあります。時代
が変化するなかでまちがどう生き残っていくかという課題を「米」と
「ひまわり」を活かして解決する活動を始めました。北竜町の良さを
知ってもらうためには、まちの本質を伝えるデザインが重要です。最
初は言葉のデザイン「日本農業賞 大賞をいただきました」を米のパッ
ケージに貼るところからスタートしました。「いただきました」とい
う感謝を表す言葉は受け手に伝わり、米の売り上げは倍増しました。
まちのメッセージをわかりやすく伝えるための言葉として「あかる

い農法」が提案され、ロゴマークや米袋もデザインされました。あか
るいという未来を示唆する言葉と農法という「食は生命」につながる
言葉をつなぎ合わせ、北竜町の本質や未来を表現しています。「NPO
法人あかるい農法」も誕生し、様々なモノづくり、コトづくりへと多
様な挑戦が始まっています。北竜産のカラマツ材やひまわりのデザイ
ンを使用した保育園も建てられました。現在は、ひまわりが咲いてい
ない時期でも観光客を呼び込もうと議論を進めています。

オリジナル商品

保育園

ひまわりの里
展望台（案）

米袋
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新宿区民活動支援サイト“キラミラネット”をご利用ください

新宿区を拠点に行われている地域活動や社会貢献活動、

趣味、サークル活動など、身近な地域活動の情報を一堂に集

め、発信するWEBサイトです。現在、WEB会員を募集していま

す。（登録料は無料です）

URL：http://shinjuku.genki365.net/

問合せ：新宿区地域振興部

地域コミュニティ課

【電話】 03-5273-3872

【FAX】 03-3209-7455

＜イベント情報/ボランティア募集など＞

◆対象期間：2021年4月25日(日)～5月31日(月）

◆募集締切：2021年4月5日(月）

◆対象団体：当センター登録団体、一般利用団体

◆掲載件数：最大5件（1団体1件まで掲載できます。応

募が多い場合は、当センターまたは新宿区内のイベン

ト・登録団体のイベントを優先させていただきます。）

◆申込方法：タイトル、日時、場所、参加費、問合せ先

を、新宿NPO協働推進センターまで、FAX又はメールに

てご連絡ください。

✤ちょっと気になるNPO団体を紹介します✤

《 一般社団法人 読み書き配慮 》

問合せ：新宿NPOネットワーク協議会
【電 話】03-5206-6527 
【Email】hiroba@s-nponet.net

“ 学習障害とは何か？ ~社会課題としての学習～ ”

♪当センターで行われる「第140回市民とNPOの交流サロン」にご登壇いただきます♪
開催日時：2021年 3月 11日（木）18時45分～20時45分 ※是非ご参加ください。

参加方法：オンライン（詳細はhttps://snponet.net
語り手：一般社団法人 読み書き配慮
参加費：無料

イベント情報は各団体のHP等に掲載されているものを紹介しています。コロナ禍のためイベントが延期や中止になるこ
とも考えられますので、詳細については各団体にお問い合わせください。

知的発達には問題がないのに「読めない」「書けない」学習障害(LD)。努力不足と目されることが、学
校と子供の間に、ときには親と子の間に歪みを生んでいきます。学習障害の問題は単に「学習」の問題では
ありません。一般社団法人読み書き配慮はデータベースを通じて学習障害(LD)への配慮普及を目指してい
ます。

まちぽっと ソーシャル・ジャスティス基金

「SJFアドボカシーカフェ第62回」
日 時：2021年3月2日（火） 13:30～16:00

受 付：13:00～13:25

参加費：無料 定員：50名 参加方法：オンライン

内 容：生きる

－重い罪を犯した人の社会復帰と刑罰の在り方－

完全事前登録制 申込締切2月28日（日）

申 込：httpｓ://socialjustice.jp/20210302.html

問合せ：まちぽっと ソーシャル・ジャスティス基金

【Email】 info@socialjustice.jp 

【HP】 http://socialjustice.jp/

新宿区ウオーキング協会 第193回例会

「令和の甲州街道を歩こうNo.3」約10.5km
日 時：2021年3月9日（火） 受付：8:40～9:00

集 合：京王線飛田給駅前

解 散：宝泉寺12:00頃予定

（最寄駅：中央線「日野駅」）

参加費：一般400円、会員無料

問合せ・申込：新宿区ウオーキング協会

【電話】 090-3217-4109

【FAX】 03-3208-3531

自立生活サポートセンター・もやい

「ボランティア向けオンラインセミナー」
日 時：202１年3月12日（金） 19:00～20:00

3月31日（水） 20:00～21:00

参加方法：オンライン 参加費：無料

内 容：平時の活動および新型コロナウイルス感染拡大下での臨時

体制を中心に説明

申 込：https://www.npomoyai.or.jp/20210120/7103

問合せ：自立生活サポートセンター・もやい

【電話】 03-6265-0137（火曜12～18時、金曜11～17時）

【Email】 info@npomoyai.or.jp

シャプラニール=市民による海外協力の会

「THE★FORUM 2021」～想いは繋がる！国際協力～
日 時：2021年3月25日(木)～27日(土) 2泊3日

参加方法：25日、26日 オンライン（ZOOMを使用）

27日 国立オリンピック記念青少年総合センタ―

参加費：2,000円 （含27日の昼食、資料代）

募集人数：20名 対象：中学3年生～大学1年生

申込締切：3月16日(火)必着 申込：HPの申込フォームから

https://www.shaplaneer.org/youcan/volunteer/youthteam/forum/

問合せ：シャプラニール＝市民による海外協力の会 「ユース担当」

【電話】 03-3202-7863 【FAX】 03-3202-4593

【Email】 forum@shaplaneer.org 日曜・月曜・祝日定休
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【ファンドレイジング講座】

～資金調達を成功させるノウハウをゲット！！～

【日 時】3月6日（土） 13:00～17:00

【内 容】ファンドレイジングとは、活動のために資金を集める行為の総称です。広い意味では、活動に必要な団体

の財源すべてを指しますが、狭い意味では、寄付、会費、助成金、補助金を指します。この講座では、どんな団体

であれば会員が増える？寄付や助成金を得るためには団体として何をしたら？などなど、ファンドレイジングを成

功させるために必要なポイントを解説いただきます。

◆前半：ファンドレイジングの基礎と組織づくり ◆後半：戦略的ファンドレイジングを実行するために

【講 師】間辺初夏 氏（フリーランス認定ファンドレイザー）

【参加費】2,000円

【クラウドファンディング講座】
～世界中から共感と支援を得る仕組みを学ぶ～

【日 時】3月20日（土） 13:00～15:00

【内 容】不特定多数の幅広い人々に活動を知ってもらう

とともに、活動資金を集める非常に有効な手段として大

きく利用が広がってきているクラウドファンディング。

その有効性や可能性を知って、活動に活かしましょう。

【講 師】久保田徹朗 氏

（株式会社GoodMorning キャンペーンプランナー）

【参加費】1,000円

【助成金獲得講座】

～助成財団が教えます！助成金獲得のポイント～

【日 時】3月13日（土） 13:00～15:00

【内 容】社会貢献活動を行う上で悩ましい問題の一つ

が活動資金の確保です。助成金を利用したいが、簡単

に獲得はできません。助成金申請のポイントを把握し

て、自分達にあった助成金を獲得しましょう！

【講 師】武藤良太 氏（公益財団法人トヨタ財団

プログラムオフィサー国内助成グループ担当）

【参加費】1,000円

※オンライン受講もあります。詳細はホームページでご確認ください。

★会場はいずれも501会議室、会場参加定員はいずれも20名です。

★参加ご希望の方は、電話、FAX、メールにて、下記お問い合わせ先へご連絡ください。

★新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、講座・イベントを延期又は中止する場合がございます。

最新情報等につきましては、当センターＨＰをご参照ください。【URL：https://snponet.net/】


